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	ポ イ ン ト

	
	(1) 導入窒素ライン、治具は逆流防止が施された設備になっていること。

(2) 脱圧はゲージ圧力で0 MPa 又はフレアー運転圧力以下であること。

(4)  

ｱ. 系内が低合金鋼である場合、導入窒素温度は破壊力学（低温脆性等）的に検討された温度以上であること。

ｲ.  導入窒素ラインが長い場合はライン中の酸素排除の為ブローすること。

(5)(12)

ｱ.  系内圧力が設計圧力以下であることを確認する。

ｲ.  系内圧力が導入窒素圧力以下であることを確認する。

(6)(9)(11) 

   枝管等置換され難い場所は主管パージ後個別にパージを行う。

(6)(21)

   系内窒素を大気へ向けて放出する場合、酸欠に注意し（保護具着用等）、必要があれば立入禁止とする。

(9) 大量の窒素の導入はフレアーを消火する恐れがあるので注意すること。

(16) 窒素置換終了の確認のガス検知は窒素導入箇所より離れた置換され難い箇所で測定する。


終了





開始





ルートを確立する





窒素導入を停止する





再置換


を協議





系内にドレンの無いことを確認する








末端よりドリップ又はブローダウン等へ向けて置換する








系内圧力を確認する








窒素ガスの導入を微量にする








窒素ガスを導入する





窒素ガスを導入し、昇圧する





パージルート末端よりフレアーへ向けて置換する








窒素ガス導入を停止する











系内窒素をフレアー へ脱圧する 











     可燃ガスが爆発


下限界の1/5以下、有害物質


    が許容濃度以下か





（19）





（5）





ガス濃度・有害物質濃度を測定する





系内を大気へ脱圧し、系内圧が大気圧であることを確認する
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（17）





窒素ガスの導入を微量にする








所要回数を繰り返す





フレアーへの放出�バルブを閉じ、窒素導入を停止する





アップダウン





ワンスルー





系内の脱圧及びドレンアウトを行う





置換系内に圧力計を取り付ける





系内圧力を確認する
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はい





いいえ





ガス





液体





アップダウンの場合





ワンスルー（油）





ワンスルー（ガス）








